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限りある資源を大切に使うことは、現代社会にとって、大きな課題

です。その重要性は、年々、ますます高まってきています。 建物

についても、環境性能が求められるのは当然で、国はまざまな建物

について作って来た「省エネ基準」を義務化する方向で進んでいま

す。規模の大きな建物からこの義務化が進められていますが、

2020年には義務化は、300㎡未満の建築にも及びます。そのため、

新築住宅を作る際には「夏の冷房時に27度、冬の暖房時に20度」

を保てるように断熱化をはかること、一次消費エネルギー量が一定

の枠内におさまるように設計することが、求められるようになりま

す。これが「改正省エネ法」の中身です。

「省エネ」自体は、もちろん推進すべきことなのですが、高気密高

断熱住宅を前提としてつくられた平成25年度基準では、「実態と

しては環境性能が高いのに、基準をクリアできない」場合がでてき

てしまいます。その代表例が、断熱材を入れることのできない「真

壁づくりの土壁」です。 日本の原風景を作って来た、そして環境

負荷は低いのに、伝統木造の基本ともいえるつくりかたができなく

なることに、木の家ネットをはじめとする実務者も、そして、心あ

る建築関係者も、大きな危機感をおぼえています。

真壁づくり「目白の家」（設計：シティ環境建築設計）

改正省エネ法の施行に先立ち、住宅・建築物の省エネ基準に関する

パブリックコメントが、この12月末から１月にかけて、募集され

ます。そこでの「公衆の意見」を反映して、「改正省エネ法」アウ

トラインは確定します。今回の緊急特集では、このままの形で進ん

で行くことに疑問と危惧を抱いている、木の家ネットとしての意見

をまとめてみました。

今回の特集記事のナビゲーターを務める「キノちゃん」と「イエモンくん」。
木の家が大好きな姉弟です。よろしく！

パブリックコメントの募集要項はまだ公示されていませんが、明ら

かになり次第、このサイトのトップページにてお知らせします。こ

のコンテンツを読んで「これは、放っておけんな！」と思ったら、

あなたの意見を、パブリックコメントで国に届けてください！

関連して、12/13には改正省エネ法で特に危機にさらされる、木組

土壁の伝統木造の温熱的特性をめぐって「伝統的木造住宅はどこに

むかうか」フォラムも開催されます。

■「伝統的木造住宅はどこにむかうか」フォラム

http://www.kenchikushikai.or.jp/news-

data/energy_saving/forum2.html

まずは、木の家ネットのつくり手の声から、いくつかご紹介しまし

ょう。

宮越喜彦 木の家づくりを応援する木住研（埼玉県
入間市）

強制しようとしてるところに問題がある

「低炭素社会」「省エネ」の主旨を共有できる部分は多々あ

りますが、それを錦の御旗として技術基準を「義務化」しよ

うというところに根本的な問題が潜んでいます。温熱性能の

ランクは従来どおりに努力すべき目標として、自主的に取り

組んでいける仕組みが健全なはず。

冬寒かったり、夏暑過ぎたりするような生活を望んでいる人

はほとんど居らず、様々に工夫しながら生活していると考え

ています。国としてより推進すべきことであるなら、エコポ

イントやフラット35などの税制優遇政策をし、それを国民が

自ら選択できることが望ましい姿だと思います。

新基準で断熱性能を高めることは、従来より戸当たり50万円

程度以上の建設コスト増となるとの試算もされています。

「義務化」とはこの負担分の補填措置が無いことと解釈した

ほうがよいのでしょうか。だとするとこれも困った問題で

す。

林美樹 ストゥディオ・プラナ（東京都杉並区）

まとう自由

人は体温を保つため、体調や運動量などに合

わせて着衣で調整します。住宅の外皮は言ってみれば、外気

と人との間にある、もうひとつの「衣」のようなもの。です

から、「良い塩梅」は地域や個人でかなり幅があって当然で

す。それを、一定の室温や断熱性能で画一的に数値を決めて

義務化するということに疑問を感じざるをえません。

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

あたりまえな家づくりが？

あたりまえにつくられてきた家が、あたりま

えにつくれなくなる日が来る事があたりまえになってしまう

世の中は、あたりまえではない気がする。自然体での家づく

りの求めに対し、それに答える事が出来ないのはおかしい。

省エネが目的であるならば、総エネルギーで考えることが自

然ではないだろうか。家電に頼らないで暮らそうとする人も

いるが、何故家電を減らして省エネルギーを目指そうとして

も基準が無いのかが不思議でならない。

山田貴宏 ビオフォルム環境デザイン室（東京都国
分寺市）

環境性、省エネ性は、今の時代の要請

伝統木造も、時代の社会的要請の中での進化していくもので

す。現代の要請はやはり環境性、省エネ性でしょう。建築の

自由度を確保しつつ、どのようにしてそうした要請に応えて

いくのか。現代の民家を考えるにあたって、そのような視点

も必要だと思います。

丹羽明人 丹羽明人アトリエ（愛知県小牧市）

薪ストーブを正しく評価してほしい

これまで携わった家造りでは、随分多くの住

まい手が薪ストーブを希望し、設置してきました。言うまで

もなく室温を上げ過ぎずに暖まる輻射暖房の快適さを求めて

のこと。薪ストーブを家造りに採用したのは、バイオマス燃

料の活用は省エネにも繋がるとの思いからです。現在、林野

庁の木材利用ポイント事業の中でも推奨されています。ま

た、窓からの通風と扇風機の風を良しとされている方は沢山

います。エアコンを回すよりも、環境への貢献度は高いはず

です。

ところが、改正省エネ法では、「薪ストーブ」も「扇風機」

も、冷暖房設備機器の選択肢にないばかりか、一次エネルギ

ー消費量の計算式に入れると「効率の悪いエアコン」という

低い評価となってしまうのは解せませんし、とても残念で

す。

古川保 すまい塾古川設計室（熊本県熊本市）

住まい手が自由な選択の中で選ぶべきこと

省エネは大事なことで、目的に反対ではない

が、その方法は、住まい手が自由な選択の中で選ぶことが望

ましい。暖房エネルギー削減のために、建築費用を坪あたり

３～４万円坪アップする工法を義務化するのは、おかしい。

奄美大島でも新潟と同じ180㎜の断熱材を入れさせるのはお

かしい。

持留ヨハナ モチドメデザイン事務所（山梨県北杜
市）

ゴールは省エネではなかったの？

作る時も壊す時も環境負荷が小さい 地域の山の木で職人がつ

くる木組土壁の家でほどほどの暑さ、寒さも楽しみながらエ

ネルギーを無駄に使わないエコな暮らし。それが、2020年の

「改正省エネ」で、できなくなる！？ ゴールは省エネである

はずなのに？ なんのための義務化なのか、原点にかえって、

考え直した方がいいのでは？

日高保 きらくなたてものや（神奈川県鎌倉市）

光熱費値上げの方がよっぽど効果的！

空調設備機械を使って国が定める室温を一律

に維持することが大前提のような議論になっているようです

が、本来は、実際に使用するエネルギーが低く抑えられれば

よいはずです。であれば、外皮性能の数値や設計一次消費エ

ネルギーによるのではなく、実際の消費エネルギーに応じて

課金する、つまり単純に「石油・ガス・電気といった光熱費

を高くする」方が、よっぽど効果的なのではないでしょう

か？ そうなればみんながんばって省エネしますよ。

高橋昌巳 シティ環境建築設計（東京都練馬区）

違いを認めず、一律な基準をおしつけるのは
豊かな社会とはいえない

違いを認める、多様性のある社会こそ、本当に豊かといえる

のだ思いますが、グローバル化の波に乗せられて国中の景観

が金太郎飴のように同じものになる危機感を感じます。暑

い、寒いは本来個人の問題であり、言われなくても資源の節

約はしっかりしている人は多いのです。家の性能を住み手に

しっかりと伝えた上で、判断は住み手に任せるという作り方

もあるはずです。

12/13(土)開催のフォラム
「伝統的木造住宅はどこにむかうか」

フォラムのフライヤー

主催は、日本建築士連合会、日本建築家協会、日本建築学会、東京

建築士会、木の建築フォラム。建築設計に関わる大きな団体が勢揃

いして、名を連ねています。

「日本の伝統的な木組み土壁の家は、高気密高断熱住宅を前提に作

られた改正省エネ法の基準を達成しない。しかし、だからといっ

て、日本の伝統的な住まい方を切り捨てていいはずがない」と、日

本の建築文化への敬意を払う、心ある多くの建築関係者が集まり、

このフォラムの開催に至ったのです。

職人がつくる木の家ネットの名前はその中にはありませんが、伝統

木造の事例ということで、松井郁夫さんが「伝統的『き』組の設

計」について、綾部孝司さんが「伝統的土壁構法の設計施工」につ

いて、発表をします。

さて、当事者からの声は、伝統木造を応援して尽力してくださる主

催者の思いは、はたして国に届くのでしょうか？ 改正省エネ法が

いつのまにか施行され「断熱材を入れられない内外真壁の土壁の家

は作れなくなってしまった」…そんなことにならないよう、今こそ

正しく学び、周りにも伝え、はっきりと意思を表明しましょう。

諸団体のみなさん、ありがとうございます！

ぼくらも、当事者としてがんばらなくちゃ！

省エネルギー基準 義務化によって
木組み土壁の家は作れなくなる？

さて、住宅にまつわる「省エネルギー基準」は、これまでにも次の

ような変遷を経てきました。

名称 外皮（損失熱量） 外皮（日射取得） 設備

旧省エネ基準（昭和55年） Q値5.2以下 ー ー

真省エネ基準（平成4年） Q値4.2以下 μ値0.10以下 ー

次世代省エネ基準（平成11年） Q値2.7以下 μ値0.07以下 ー

平成25年基準 UA値0.87以下 μA値2.80以下 一次エネルギー消費量

だんだんに要求が厳しくなりながらも、これまでは「この基準を満

たせば、補助金が出ますよ」とか「減税の対象になりますよ」とい

った、ごほうび系の推奨法でした。

住まい手がつくり手に「このような温熱環境の家を作ってほしい」

ということを言うという場面がない建売戸建住宅を新築する事業主

（150戸以上）に対してだけは、国が「事業主判断基準」に合致す

るように作ることを求めています。この「事業主判断基準」が「冬

の暖房時で20℃、夏の冷房時で27℃に室温をキープするべし」と

いうものであり、改正省エネ法では、これをすべての新築住宅に対

して、義務として求めるようになります。

建物にかかるさまざまな温熱環境基準

ところで、温熱環境についての基準は、住宅以外の建築物について

ももうけられています。厚生省がビルに対して厚生省令を、文科省

が学校に対して文部省告示を発布していますが、それぞれの温度設

定は異なっており、学校よりビル、ビルより建売住宅と、実現すべ

き「冬のあたたかさ」「夏の涼しさ」は、より高い基準で要求され

ます。

「あたたかさ」「涼しさ」は人が感じるもので、個人差があるわけ

ですが、とりあえずは、不特定多数が利用する建物については、国

が定める「快適域」を守ってくれ、というわけです。

丹羽明人 丹羽明人アトリエ（愛知県小牧市）

私達の多様な生活観や価値観をもっと幅広く
汲み取ってください

そもそも、「暑い」「寒い」の感覚は人それぞれ全く違いま

す。果たしてどれだけ多くの人が「冬＝20℃、夏＝27℃を

基に決めた基準」に同意できるのでしょうか。私達の多様な

生活観や価値観を、もっと幅広く汲み取って法律にしてもら

えたらと思います。一律に強制することには賛成できませ

ん！

事業主判断基準を、つくり手と住まい手が直接やりとりしてつくる

注文住宅にまで、おしなべて義務化するというこの法律は、どこの

省庁が主体となって整備しているのでしょうか？

１＝経産省　2＝環境省　3＝国交省　さあ、ど～れ？！

「省エネ」というからには環境省かと思うと、さにあら
ず。これを推進しているのは、国交省と経産省です。

これまで、何回か、国で省エネ基準を作ってきていますが、それは

いずれも、「こうすると省エネになっていいですよ」という「推奨

法」でしたが、今度の「改正省エネ法」はそうではありません。

「基準の室温を、定めた基準エネルギー量の中で実現できるように

断熱・遮熱施工をし、高効率な冷暖房設備を備えなさい」と、いう

「強制法」となります。

強制法ですから「うちの室温は20℃までなくても、18℃で十分で

すから」と住まい手が言っても「20℃をキープ」するための断熱

施工や冷暖房設備を備えなければならないのです。そのための費用

はもちろん、建築工事費に上乗せとなるわけです。

経産省主導で生まれた省エネ基準だから「お金かけない」
省エネは認められないっていうことなの？

省エネ産業促進法って名前変えた方が分かりやすいかもヨ

高橋俊和 都幾川木建（埼玉県比企郡ときがわ町）

これは憲法違反です

自分が住む家の温熱環境を建て主が選べない

のですか？ 耐震性など、いのちに直接関わるとか、まわりに

影響が及ぶといったことならまだしも個人が感じる「快適

性」について、努力目標でなく義務として国が規定するの

は、基本的人権にふれる憲法違反です。

「二酸化炭素25%削減」を掲げた
鳩山政権時代に「義務化」が浮上

「義務化」の発端は、2009年 民主党が衆議院選挙において、「省

エネ政策によって二酸化炭素を25%削減」をマニフェストに掲げ

たことにあります。政権についた民主党の鳩山由紀夫代表は、国連

気候変動サミットにおいて「あらゆる政策を総動員して二酸化炭素

25%削減実現を目指していく」と発言しています。環境税の導

入、太陽光発電の推奨、排出権取引など、削減のための努力ならな

んでもしよう！という政策案のひとつとして「住宅の断熱化の義務

化」も掲げられたわけです。

国交省で行われ、改正省エネ法を生み出すものとなった「低炭素社

会に向けた住まいと住まい方推進会議」の初回の会議で、「住宅の

断熱化の義務化」ということが出てきました。会議に法律関係の専

門家として出席していた櫻井敬子委員は「（改正省エネ法によっ

て）『規制を受ける国民の痛み』とか『厳しい財産権の制約』と一

足飛びに言っているんですけれども、ほんとうにそういう話なの

か。としますと、これは大変な事でありまして、きちんとした最終

的な法律の規制のセットの仕方を考えないといけないだろう」と言

っています。

委員たちの間ですらそのように評されるほどに、この「義務化」は

唐突で、十分な議論を経ないで出てきたものでした。

■ 低炭素社会に向けた住まいと住まい方推進会議：議事録が読めま

す。櫻井委員の発言は第二回議事録にあり

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000023.html

義務化されるその中身は、かなりハードルの高い、櫻井委員が指摘

したように国民にとっては「かなりの痛みをともなう」ものとなり

ます。

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2019年6月15日

やさしくて強い、
理想の家を求めて:
アイ設計研究室　
大前泰秀さん

2019年5月15日
磨き上げた職人技
で、木を生かす：
西岡建築一級建築
士事務所　西岡健
一さん

2019年4月20日
大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

2019年4月10日
本物の家づくり
を、自由に、楽し
んで：株式会社木
神楽　高橋一浩さ
ん

2019年1月5日
新春特集 2018年の
ベストショット集

2018年12月29日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part3　
大工の声＆今後の
課題編

2018年12月17日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part2　
実録編

2018年12月14日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part1　
概要編

2018年9月4日
番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん

2018年8月15日
鶴岡総会予告 その
１　散るより、生
き延びよ！

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
18件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
18件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・古川保さ
ん(古川設計室)：木
の家づくりは仕組
みづくり
10件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
10件のビュー

冬の温熱調査合宿
報告
9件のビュー

大工・池上算規さ
ん(大工 池上)：長
崎県産材100%の
家ができるまで
8件のビュー

大工・宮内寿和さ
ん(宮内建築)：大工
が挑戦する「水中
乾燥」
8件のビュー

この記事のタグ

建築物省エネ法関連

木の家の温熱環境

同じタグがついた別の記事
2016年1月27日
地域型住宅の省エネルギーを探
る ～2016.1.17 京都フォラム報
告

2013年6月17日
木の家ネット 温熱環境調査 ま
ずは知ることから！

2015年5月6日
冬の温熱調査合宿報告

2016年3月31日
2/16 衆議院第二議員会館 調査
報告会レポート

2015年1月6日
私はこう書きました！ 木の家
ネット会員が出したパブコメ
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事務局
〒711-0906

岡山県倉敷市児島下の町5丁目7-3
児島舎内

mail： jimukyoku@kino-ie.net
tel： 086-486-5464
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地域別つくり手リスト
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(C) 職人がつくる木の家ネット /Shokunin ga Tsukuru KINO-IE net, All rights reserved.

義務化による建築コストへのはねかえり

しかも、上記フォーラムのちらしの文言にもあるように、この省エ

ネルギー基準が元来高気密・高断熱住宅をベースに作られているも

のであるため、日本の気候風土に合った形で各地で継承されてきた

伝統木造住宅、特に、壁に断熱材を入れにくい土壁で真壁づくりの

家では、適用すること自体に無理があります。

これが「推奨基準」ではなく「義務」となれば、土壁で真壁づくり

の家は「作れなくなる」というおそれすらあります。

壁のおさまり３種：左／真壁づくり。断熱材の入りようがない。　中／外大壁として板張りなどをすれば、板を張る内側に、20～30ミ
リ程度の断熱材を施工することもできる。　右／土壁でなく、ボード下地に漆喰塗りをする場合。

エコハウスから伝統木造の温熱環境調査へ
JIA環境行動ラボのはたらき

このフォーラムの牽引役ともなっているJIAの環境行動ラボが、環

境省が推進する「エコハウスチャレンジ事業」のコーディネーター

をつとめたことが、伝統木造の温熱性能のことについて関わり始め

るきっかけとなりました。全国各地でのエコハウス作りに関わる中

で、JIAの環境行動ラボのメンバーである篠節子さんは、熊本県の

例としてあがってきた、古川保さん設計の木組み土壁のエコハウス

に出会ったのです。

■ 環境省モデルハウス事業 エコハウス 熊本県水俣市

http://www.env.go.jp/policy/ecohouse/challenge/challenge18.html

水俣エコハウス「足るを知る普通の家」（設計：すまい塾 古川設計室 古川保）

「足るを知る普通の家」
“なごみ”と”もやい”

水俣の気候は温暖で、年間雨量は2200mmと多く、高温多湿な地域

である。そこで設計ではこの地域のふさわしい住宅環境性能を確保

して、都市型の閉じられた施設のような快適性は求めずに夏は暑く

ない程度、冬は寒くない程度の家を提案する。外部と内部を遮断す

るのでなく、家の両者の融合性を重視した間取りが水俣には似合

う。

水俣市は水俣病を経験し、人のつながりを重視した「もやい」思想

が生まれ、そこから自然との「もやい」にまで発展し、持続可能な

社会を形成している。建築材料の生産時も建設時もあまりエネルギ

ーを使わず、生活時も、夏は吸湿材・深い軒と風通しでエアコンは

無し、山の整備の手伝いをして冬は山で余っている薪を燃やして暖

を取る。

この地域に適した温熱性能として日射遮蔽は充分に考慮し、断熱性

能は「ほどほど」とした。

水俣は木材の産地である。水俣の大関山にたくさん杉や檜が植わっ

ている。また、水俣には伝統構法が建築可能な建具職人・左官職

人・大工職人がたくさんいる。地元の木と地元の土と地元の紙を使

い、地元の職人で伝統構法を採用し、地域の仕事量を増やす建築に

する。真壁・無垢の木・瓦・木製デッキ・漆喰・白蟻点検のメンテ

ナンスをして長寿命化させるのが、日本流である。役目が終われば

土に戻すか煙になる。

「循環の視点」でゴミになる前の段階から考え、自然に対して何も

足さない何も引かないの精神で必要以上の性能を求めることなく、

「足るを知る普通の家」を水俣から提案する。

設計：古川保

■水俣市環境共生型住宅 「足るを知る普通の家」資料

p1 概要と温熱性能　 p2 平面図と特徴　 p3　立面図

地域の山の木と自然素材を使い、製造時にも廃棄時にも使うエネル

ギーが少なく、改正省エネ法が求める基準には満たなくても、そこ

そこの温熱環境を実現でき、自然な暮らし、自立した暮らしを展開

できる。その家の魅力を知ると同時に、このような家づくりが、改

正省エネ法で作れなくなってしまうかもしれないと知った篠さん

は、木組み土壁の家の施行例をいくつも集めての調査を始めまし

た。

JIAのメンバーと木の家ネットメンバーとが重なっていたこともあ

り、調査対象となった事例の22件のうち19件が、木の家ネットの

メンバーが設計した事例でした。

内外真壁だけでなく、外は大壁にして断熱材を入れた17の事例の

うち、改正省エネ法の基準に適合したのは、たったの１例だけだっ

たそうです。

改正省エネ法が今のままで施行されれば、これまでのようには家づ

くりができなくなる。これは大変なことです。

改正省エネ法の中身は？
ツッコミ入りで解説します！

 
ポスト

1
 2  3

内と外とを遮断せず、ほどほどの暑さ寒さも季節感をして楽しむのが、伝統木造のあり方。（古川保さんの自邸でのお花見）

関連する記事はこちら
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このページから２ページにわたって、「改正省エネ法」の草案をご

紹介します。草案の中身としては、これまで国で行われて来た「低

炭素社会に向けて」の会議での配布資料や、パブリックコメント募

集の際の参考資料として、経産省と国土交通省から情報公開されて

いるものを用いています。

改正省エネ法は、「外皮性能」と「一次消費エネルギー量」との二

本立てで成り立っています。このページでは、改正省エネ法が先行

事例として影響を受けている、ドイツでの住宅の断熱化政策につい

て紹介し、「外皮性能」について解説します。

次のページでは「一次消費エネルギー量」の計算方法にあたりなが

ら、「省エネの推奨」というよりは「省エネ製品の推奨」になって

いるような現状を見ていき、実際に「木組み土壁」の事例を計算し

てみるとどうなるのか、試してみましょう。

「省エネと経済効果」を両立させた
ドイツが手本に

ドイツでは、政策により、住宅の「熱損失」「快適な暮らしをする

のに必要とされるエネルギー消費量」「日射取得」などを規定して

おり、住宅業界は、その規定以上の建物を建てることが求められて

いるます。複層ガラス、壁、床などの断熱材、光の取り入れ、換気

に工夫をすることで、暖房などのエネルギー消費を減らし、太陽光

など自然を利用した発電でエネルギーを生み出す「プラスエネルギ

ー住宅」までもが、増えてきています。

ドイツのプラスエネルギーハウス

2013年には、ドイツ国交省の持続可能な建築部のディーター・ヘ

グナー事務次官が来日しての「日独サスティナブル建築フォーラ

ム」が開かれ、2012年に改正省エネ法案を国会に提出した前田武

志議員も参加しています。

■ エネルギーを生み出すエコ住宅～環境先進国ドイツに学ぶ：ヘグ

ナー事務次官来日のレポート

http://www.data-max.co.jp/2013/10/30/post_16455_is_1.html

エネルギーヴェンデ（エネルギの転換）

ドイツでは、2010年秋のメルケル政権の時にはじめて「2050年ま

でに二酸化炭素の排出量を最大95％削減」という目標を掲げる

「エネルギーヴェンデ（エネルギの転換）」を政策としてとりあげ

ました。いまでこそ「環境先進国」というイメージが強いドイツで

すが、この政策が実現するまでには「経済成長とCO2削減目標と

は相容れない」という既得権益層からの強い反発がありました。

1986年のチェルノブイリ事故以来、四半世紀にわたるせめぎあい

の末ようやく、市民主体で勝ち取った転換でした。

■ ドイツ・フライブルク市から地球環境を考える　村上 敦：ドイ

ツのエネルギーヴェンデって？

http://blog.livedoor.jp/murakamiatsushi/archives/51823182.html

■ 河野太郎のごまめの歯ぎしり：ドイツのエネルギーシフト（ドイ

ツ出張報告）

http://www.taro.org/2013/11/post-1421.php

マティアス・ヴィレンバッハー (著)「メルケル首相への手紙 ～ドイツのエネル
ギー大転換を成功させよ!」

市民系の電力会社による再生エネルギー市場の発展と同時に、家庭

での消費エネルギーの削減にも、焦点があてられました。ドイツ

は、日本でいえば北海道並みに寒い国なので、家庭でのエネルギー

使用量の中でも、暖房費が飛び抜けて大きな割合を占めます。この

暖房費を圧縮するために「住宅の断熱化」が徹底的に推進されてい

ます。

そのための手法として、個々の住宅に「家の燃費」を示す「エネル

ギーパス」を発行する取り組みが実施されました。エネルギーパス

には、その住宅においてある基準の温熱環境を保つのに、どれくら

いの化石・原子力エネルギーを使うか？ CO2を排出するか？が表

記されます。この数字が、2050年までに限りなくゼロに近づくよ

うに、国民に努力が求められます。

エネルギーパス

「家の燃費を把握する」という動きはEU全体に広がり、今や、車

を買う時に燃費を気にするのと同様に、エネルギーパスに表示され

た数値が、中古物件を売買する際の判断基準となっています。ま

た、住宅の温熱性能を補助する暖房機器についても、より高効率な

製品を選べるよう、ひとつひとつに消費電力の分かりやすい表示が

なされています。

改正省エネ法は、このようにhして年2～3%の経済成長と二酸化炭

素25%削減との両方を実現したドイツの環境政策を手本としてい

ます。

「省エネ」を義務化することで生まれる、断熱工事や高効率省エネ

製品への新たな需要が、環境効果と経済効果とを同時にもたらすに

違いない。そのような判断で、日本でもドイツを手本に、改正省エ

ネ法の骨組みを作って行くことになったのです。

各国の分野別エネルギー使用量

持留ヨハナ モチドメデザイン事務所（山梨県北杜
市）

木の家ネットの事務局を担当している私は、

日本人とドイツ人のハーフです。ドイツは、

南部のミュンヘンでさえ、緯度は北海道どころかサハリンに

相当し、日本とは気候風土がかなり違い、暖房エネルギーを

どうするかが最大の課題となります。ドイツの環境政策には

学ぶべきこともたくさんありますが、そのまま取り入れるの

でなく、日本の気候風土、歴史文化に合った形を模索するこ

とが大事だと思います。

温熱環境性能を把握することは
つくり手にとっては必要なこと

ドイツで始まった「エネルギーパス」の取り組みのように、住宅の

温熱環境性能をきちんと把握し、建て主に説明することは、設計者

としての役割だ、という考え方は、木の家ネットの中でもかなり広

まっています。

高橋昌巳 シティ環境建築設計（東京都練馬区）

限りある資源を大切に使っていかなければな

らない今、エネルギーを無駄使いしない家を

作るのは、設計者としては当然のこと。そのために、自分の

つくる家の環境性能を把握することは、必要ですよね。これ

まで、そのような努力が足りなかったかもしれない。木の家

ネットで温熱環境調査を実施したのは、そういった思いがあ

ってのことです。

そこで、木の家ネットメンバーの設計者の有志の間で、自分の建て

た家についての温熱環境調査を実施しました。つくり手会員で温熱

環境の研究者でもある宇野勇治さんの協力を得ながら、個々の事例

の内外の気温・室温の変化のデータと、各世帯の年間一次エネルギ

ー使用量をまとめ、住まい手の暮らしの温熱感との関係とを「木の

家ネット温熱環境調査。まずは知ることから！」というコンテンツ

にまとめました。

木の家ネット温熱環境調査。まずは知ることから！

山田貴宏 ビオフォルム環境デザイン室（東京都国
分寺市）

どんな家であれ、温熱環境面に限りません

が、その家の性能について「作り手側の説明

責任と住まい手の住む責任」があるのではないでしょうか？

たとえば、「この土壁の家は暖房を焚かない状態で、〇〇℃

ぐらいになります。16℃で暮らしたいならこの程度の、

20℃で暮らしたいなら、この程度の暖房エネルギーがかかり

ます」みたいなことを、つくり手がはっきりと示し、住まい

手も納得づくでそれを選んでいくということが大事だと思い

ます。

温熱環境特性の評価イメージ（作成：ビオフォルム環境デザイン室 山田貴宏）

設計とは、住まい手が「こういう生活をしたい」ということを、あ

るクライテリアとして整理し、それを満たすよう実現していく行為

です。住まい手がもっている、どの程度の温熱環境で暮らしたいの

かという希望に沿って、設計者がプロとして応えていく、というイ

メージです。

山田さんの発言にあるように「16℃で暮らしたいなら」という想

定が自分でできればいいのですが、改正省エネ法では「冬は

20℃、夏は27℃」という設定そのものを義務づけています。そこ

が厄介なところです。

林美樹 ストゥディオ・プラナ（東京都杉並区）

地球環境を考え、限られた資源を大切にし、

エネルギ–を少なく暮らすのは今や当たり前

のこと。それを前提にすれば、住まい手は、自分のライフス

タイルに応じて、温熱環境を選んで良いのではないでしょう

か？ 建築の自由、暮らしの自由は守られてほしいですね。

住まい手は、自分のライフスタイルに合った温熱環境性能について

よく考えて、家づくりに臨みましょう。

つくり手は、温熱環境性能を把握しましょう。建物の条件を入力す

れば、改正省エネ法の基準として示される「外皮性能」や「設計一

次消費エネルギー」が基準を満たすかどうか、結果を出してくれる

オンラインのサービスもあります。こうしたサービスを活用して、

実際に自分が作っている住宅がどのように評価されるのかを知り、

建て主にも説明できるようにしましょう。

一般社団法人 住宅性能評価・表示器用会で提供する 外皮性能を計算するオンラ
インサービス部位別仕様表登録ＤＢ付き外皮計算システム

一次消費エネルギー量を計算するオンラインサービス住宅・住戸の省エネルギ
ー性能の判定プログラム　

そこまでは、誰も異議はないのです。ただ、ある一定の基準をつく

り、おしなべてその基準にあてはまることを「義務化」するとなる

と、また話は別です。計算をしはじめる前に、改正省エネ法が住宅

に何を求めているのか、その中身を学んでいきましょう。

改正省エネ法予習篇
その１ 外皮性能の基準

外皮性能：UA値とは
建物の「熱を逃がさない」性能のこと

外皮とは、建物の「熱的境界となる部分」のことをさしており、建

物の外皮性能は、その建物がどのくらい「熱を逃がさないか（UA

値＝外皮平均熱貫流率）」で評価します。

以前は、屋根、天井、外壁、開口、床から逃げる量と換気によって

逃げる量の合計を床面積で割って算出したQ値を用いていました

が、改正省エネ法では、気密性能は評価が難しいので入れず、屋

根、天井、外壁、開口、床から逃げる量を家全体の外皮表面積で割

ったUA値を採用しました。

簡単に言うと、Q値は床面積の平均熱貫流率、UA値は表面積の平

均熱貫流率ということになります。

外皮性能とは（国土交通省発行：「住宅・建築物の省エネルギー基準 ￼平成25年改正のポイント」より）

UA値は、その建物を構成するパーツごとに定められたU値＝熱還

流率の総和として求められます。U値は「数値が低い方が、断熱性

能は優秀」ということになります。断熱材を入れれば低くなり、窓

が大きければ高くなる。その窓も、単層ガラスでは高く、ペアガラ

スでは低くなる、といった具合です。当然のことながら、開口部が

多かったり、断熱材が入っていなかったりすると、評価は下がりま

す。

地域区分に応じて決められる外皮性能
日本のほどんどが0.87

外皮性能は、地域区分に応じて、満たさなければいけない数値が決

められています。

地域区分

地域区分ごとのUA値

１～８地域に分かれている地域区分のうち、５，６，７地域が同じ

外皮性能0.87なのは、夏の日射遮蔽を混入させたからです。

あれ～ 奄美大島から新潟まで、おんなじUA値を求められ
るの？ 気候が大分違うと思うんだけどー

キノちゃんが入手した情報によれば、同じ５～７地域といっても、

暖房の使用状況は、かなり違います。

地域区分 主な都市 UA値 暖房度日 暖房費用

4 長野 0.75 2805℃日 約8万円

5 新潟 0.87 2016℃日 約5万円

6 東京 0.87 1750℃日 約3.5万円

7 鹿児島 0.87 979℃日 約2.5万円

木の家イベントカレンダー
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木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  入会案内  イベントカレンダー  問合せ

地域別つくり手リスト

北海道・東北

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

 関東（東京以外）

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈川県

関東（東京）

東京都

 甲信越・北陸

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

 東海

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

 関西

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

 中国・四国

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

 九州

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県
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鹿児島と新潟じゃあ、暖房費用が倍なのに、新潟で求めら
れる断熱性能と同じだけ求められるの？？

なぜそこまで断熱性能をあげなければいけないのか？という問いに

対して、いつも出て来るのが、お風呂場から脱衣室に、暖かい部屋

から寒い廊下やトイレに移動した時に「ヒートショック」が起きる

から、という議論があります。

ヒートショックは、特に高齢者の居る家庭では気を遣わなくてはな

らない問題といえるかもしれません。しかし、ヒートショックが起

きないようにと、家じゅうをあたたかくすると、暖房にかかるエネ

ルギーは膨大になります。

「全館暖房することで、暖房エネルギーがかえって増えた」という

報告もあるようですから、ヒートショックが起きやすい脱衣室やト

イレなどに小さなヒーターを置くなど「断熱化と全館暖房」によら

ない、別の解決策もあるのではないでしょうか？

ヒートショックのためだけに家全体を20℃に暖房しなけ
ればならないというのは、なんだか、無駄な気がするのは
私だけかしら？？

ところで、人間が住む環境を「冬は寒くなく、夏は暑くなく」保つ

ことは、本当に健康にいいことなのでしょうか？

日高保 きらくなたてものや（神奈川県鎌倉市）

温熱的に手厚くすれば健康になる、というの

は逆なんじゃないかと思うんです。現に、熱

中症で亡くなる人が増えたのは、エアコンの普及台数カーブ

と一致している。むしろ、適応能力が落ちるのでは？ 健康で

いるためには、多少の温度差刺激があった方がいいという医

学的な見解もある。

エアコンの普及率と、熱中症の死亡者数の変化

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

断熱化を押し進めても、人の欲求には限りが

無いから、更なる快適を求め、適度なストレ

スさえも拒絶する様になるのでは？ 人として生まれ人として

暮らしていく過程の中で、季節変化に対応出来ない体をつく

ってしまう事は、心身ともに健康な姿ではない気がする。

伝統木造の「よさ」も
UA値で見ると、みんな落第？

さて「改正省エネ法の基準では通らないんじゃないか」と心配され

ている伝統木造の外皮性能は、どのくらいになるのでしょうか？

UA値は、各要素のU値を合算して得ますが、伝統木造の要素のひ

とつひとつのU値を拾ってみると、なかなかどうして。「悪いね

ー」というようなものばかりです。

  　U値

土壁 4

土壁＋板壁 2

土壁＋断熱材＋板壁 1

単層ガラス 6.4

１を大きく上回ってる要素ばっかりじゃないか！

これを足して行って、どう0.87を達成しろっていうの？？

伝統木造で代表的な仕様の壁のスケッチをいくつか見てみましょ

う。U値で見ると？？

壁4種のU値　[ 外大壁の土壁、真壁、在来、省エネ法対応在来 ]

じつは、木の家ネットのつくり手の土壁施工例のサンプルで、改正

省エネ法で求められる外皮性能をクリアしたのは、この土壁の外側

にもうひとつ層を作って、そこで外断熱をした山田貴宏さんの一例

だけでした。

60mmの土壁の外側に外断熱をし、全体としては約150mmという

分厚い壁を作ることにより、UA値をクリアしています。寒い冬に

も、土壁が暖房や昼間の太陽熱で蓄熱した熱を逃がさず、最低限の

暖房で室内温度をキープできることが分かりました。

ビオフォルム環境デザイン室 仕様の壁

ここまで手厚くすれば、改正省エネ法基準は合格ね！こう
作りたい人には「あり」な仕様だけれど、法律で「これ以
外の土壁は認められない」ということになると、困っちゃ
うな～

玄関の引き戸や縁側も、採用しにくくなっています。引き戸は重く

ならないように、普通、単板ガラスを使います。よってU値はどう

しても高くなります。また、レールを使い、構造的に空隙があるの

で、気密性能は取れません

また、外皮性能においては「外界との熱境界」しか見ません。縁側

の外部に面したガラス戸のすぐ内側に障子がある場合には「ガラス

戸＋内障子」として「U値4.3」と性能をカウントされますが、縁

側の内側に障子を立てて熱的な緩衝地帯をつくるような場合の障子

は、あってもなくても、温熱性能は「ないのと同じ」となり、カウ

ントされません。

左：縁側と障子。これだけの幅があって、きちんと内側の障子を閉めると、かなりの断熱性能があるが、それはカウントされない。
右：お客様用の外玄関と、そこにつながる、家族用の内玄関。それぞれにシングルガラスを使った引き戸があるが、この構造上の工夫
のカウントされません。（記憶を継ぐ家　設計：川端建築計画、施工：宮内建築）

古川保 すまい塾 古川設計室（熊本県熊本市）

ガラス戸と障子の縁側空間は無駄だという温

熱専門家がいるが、そういう専門家に限っ

て、冬のことしか考えなくてよいドイツの家づくりを崇めま

くる。内でもない外でもない日本独特の緩衝空間である縁側

は温熱性能のためだけに存在するのではない。夕涼み、日向

ぼっこ、地域とのコミュニケ―ション、一夜干しなどの日本

の生活に追随した装置である。

縁側、冬の昼間、ぽかぽかで気持ちいいのよね～ このよ
さが、もっと評価されるといいなあ。

一次エネルギー消費量の計算方法を学び
木組土壁の家を試算してみました！
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どのくらいの温熱環境をつくるかは、住まい手とつくり手との間で、納得して決めていけるのがいい。
環境への配慮と暮らしの自由とが折り合うラインがどこにあるのかは、ひとつひとつ違う。（設計：ビオフォルム環境デザイン室）

関連する記事はこちら
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2/16 衆議院第二議員会館
調査報告会レポート

地域型住宅の省エネルギ
ーを探る ～2016.1.17 京
都フォラム報告

冬の温熱調査合宿報告 私はこう書きました！ 木
の家ネット会員が出した
パブコメ

気候風土適応住宅のスス
メ
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改正省エネ法　予習篇
その２　一次エネルギー消費量

もうひとつ、平成25年省エネ基準から始まる新たな基準として

「一次エネルギー消費量」が加わります。一次エネルギー消費量と

は、暖房＋冷房＋換気＋給湯＋照明＋家電のエネルギー消費量の総

和で、それを「基準一次エネルギー消費量以下に設計する」という

ことを求められます。基準一次エネルギー消費量は、120㎡ぐらい

の家で大体80GJぐらいとなります。

一次エネルギー消費量計算（国土交通省発行：「住宅・建築物の省エネルギー基準 ￼平成25年改正のポイント」より）

「設計一次エネルギー消費量」は、机上で、設計図や設備図から、

暖房、冷房、換気、給湯、照明の1次エネルギー消費量を算定した

総和として求めます。実際の「一次エネルギー消費量」は、支払っ

たガス代、電気代、灯油代で計算すれば正確に算定できるのです

が、設計時点ではどのような生活実態になるのかがわからないの

で、このように計算するわけです。

前ページでもご紹介しましたが「設計一次エネルギー消費量」を求

める簡単なソフトがこちらに公開されていますので、これを、キノ

ちゃんとイエモンくんに試しに触ってみてもらいましょう。

空気をあたためない暖房に
そこまで必要？「室温20℃」

暖房1次エネルギー消費量計算の画面

採用する暖房器具を選択することで「この外皮性能をもつ家で、冬

の暖房使用時に室温を20℃以上に保ために必要なエネルギー量」

が求められるようになっています。

この「室温20℃以上」というのがクセものね。

木の家ネットの温熱調査では、冬の室温は16-18℃ぐらい
で、寒さを感じないで心地よく過ごしてる人が多かった
よ。

暖房には、エアコンなどの対流暖房と輻射暖房とがあるけ
れど、輻射暖房は風が起きないから、室温は低めでも、体
感温度は高くなるのよね。

暖房のいろいろ

方式で分ける 対流式 風をおこす

輻射式 熱を発して周囲をあたためる

エネルギー源で分ける 直火 ガス、薪、石油

湯

電気

使用範囲で分ける 全体暖房

スポット暖房

局所暖房

湿度が高くなれば、気化熱を奪われにくくなる分、体感温
度は高く感じるらしいよ。無垢の木や土壁の家では、調湿
機能のおかげで、冬の室内湿度が高くなるから、きっとそ
れであたたかく感じるんだろうね。

前に木の家ネットの温熱環境調査で「冬、快適な室温
は？」と訊いたら、16～18℃という答が多かったわ。

一律に20℃という温度設定は、ちょっと高すぎるのかも
ね。暖房の種類や、家そのもののつくりによって、ある程
度目標設定を替えられるようにしてもいいんじゃないか
な。

目標とする室温が下がれば、当然、一次エネルギー消費量
は低くなるはずよね！

コタツや薪ストーブの扱いがない？

ラインナップに暖房家電はありません。建築時に取り付ける暖房設

備がずらりと並んでいます。エアコン以外は、高スペックな、寒冷

地仕様のものばかり。建物に暖房設備を組み込むことを前提とする

あたりにも「ドイツ並み」を目指している感じが表れているようで

すが、日本でも関東以南では、コタツや石油ファンヒーター、電気

カーペットといった暖房家電だけで冬を過ごせている家も多いの

で、生活の実感とはかけ離れているように思えます。

うち、薪ストーブなんだけど「使用する暖房設備」で選べ
ないよ！？

うちもだ。コタツなんだけど。あ・・「その他」を選べっ
てことかな？

その他を選ぶと・・「特に省エネルギー対策をしていない
（高効率ではない）ルームエアコン」と同じ数値が入って
くるヨ！

え～！？ コタツとエアコンがおんなじ値？ つける時は
「低」、こたつぶとんがあったまれば切ってるから、そん
なにエネルギー使ってないはずだけど？？

薪ストーブなんて、そんなにどころか、一次エネルギー消
費量でカウントする電気も灯油もガスも使わないんだか
ら、ゼロでいいはずよね？？

エアコン設置してなくても
省エネタイプでないエアコンと同じって？！

冬はコタツ、夏は扇風機しか使ってなくても「効率の悪いエアコン

をつけたのと同じ」エネルギーを使っていると見なされる計算にな

ります。もっとおかしなことに、扇風機すら使っていなくても！高

効率エアコンを使った場合よりも、エネルギー消費量は大きく盛ら

れてしまいます。「あとからつけるかもしれないから」ということ

らしいのですが・・

あ、見て、冷房の方もそうなってる！うち、エアコンつけ
てなくて、窓あけて風を通してるだけなんだけど、「使わ
ない」を選ぼうとすると「効率の悪いエアコン」を選んだ
のと同じ値が入って来るよ！

うちは、扇風機だけだけだから・・その他になるんだ
な・・あれ？同じように「効率の悪いエアコン並」の数値
になってる！

使わないことが最大の省エネなはずなのに、なんでそうな
っちゃうの？？

扇風機の使用電力は、たったの40W。環境省でも推薦の
エコ家電なのにな～

使ってないのに使ってるのと同じと見なすなんて・・盗ん
でないのにドロボウよばわりされてるようなものよね。

前に換気扇義務化の時に同じことがあったような・・

そう、そう。新建材や合板を使っていなくても、換気扇は
つけなさい、っていうあれね。

その時も「あとからホルムアルデヒドを出す家具を買うか
もしれないから」っていう理屈だったよな。

う～ん、性悪説にもほどがある！

なんか、省エネのため？というより、省エネ製品を買わせ
るため？と思えてきてならないんだけど・・

ほんとに手をつけなきゃいけないの
家電には、ノータッチなのよね

「原発に頼らない暮らし」特集をした時にも触れましたが、家庭用

の消費エネルギー量を押し上げているのは、家電です。しかし、一

次エネルギー消費量の計算のうち、家電には、基準値としても設計

値としても、「21GJ」が定数として割り当てられています。

日本の場合、1980年から今までの間で、暖房エネルギー
はそんなに伸びてない。家庭のエネルギー消費が伸びてい
る原因は、家電なのよね。

グラフ上：家庭内でのエネルギー消費の伸び　グラフ下：家庭内のエネルギー
消費の内訳。石油製品は微減、都市ガスは微増に留まっているが、電気使用量
の伸びが著しい。

「省エネ家電」って言ったってさ、前より使ってる台数が
多かったり、大型化してたりすれば、そうなるよな。

前は、エアコンなんて、家に一台しかなかったのが、今で
は高効率エアコンを各部屋につけている家も結構あるみた
いよ。

テレビだって、地デジになった時に、大型のに買い替えて
る人、多いよね。

食洗機とか暖房便座も、普通に使ってるし・・

使う生活になっちゃうと、元に戻れないんだよね。

木組み土壁の家に住んでる人って、ライフスタイルとし
て、あんまり家電に走らない人、多くない？

だよね。省エネタイプだから、じゃんじゃん使っていいっ
ていうより、シンプルな生活を志向する人、多いと思う
よ。

たとえば、うちは電子レンジ使ってません、テレビありま
せん、ご飯も鍋で焚いてます・・っていう風にして、ひと
つひとつ、この21GJから差し引いてくことってできない
のかしら？

ほんとに省エネが目的なんだったら、エネルギー消費量が
少なければ、それでいいはずだもんな。

室温を20℃にすることよりも、省エネ家電をずらっと揃
えることよりも、それが大事なはずよね？

そこ自体がアヤシイような気にさえなってくるんだよね～
むしろ、断熱工事需要、省エネ家電需要の喚起が真の目的
なのかと思えてくるよ。

「足るを知る」「必要ないものは使わない」暮らしは、排
除されていく？ としたら、これが義務化されては、困っ
てしまうわ。

木組み土壁事例を
実際に計算してみました！

川越の綾部工務店さんによる施工例をご紹介しましょう。

小路にただずむ家（設計施工：綾部工務店）

歴史を感じさせる川越街中のから、小路を入った先にある住まいで

す。間口4m奥行き40mという細長い敷地条件から、主家をうなぎ

の寝床のように配置せざるを得ない中で、どのようにして日照や風

通しを得、家事動線・隣地からの視線を組み立てるか。大きなデッ

キ甲板の上に建つ２階建ての船室のようにしてうまく工夫された、

伝統的な構法を採用しながらもシンプルモダンなたたずまいを持つ

都市住宅です。埼玉県産木材住宅コンクール2010最優秀賞を受賞

しました。

地元の西川材を使った木組みの軸組構造に、竹小舞を編み、土壁を

つけ、外壁は1階部分は杉板を横に張った大壁として、2階部分は

漆喰塗りの真壁として仕上げています。居間の南面は、開口部いっ

ぱいのガラス戸を介して、大きなデッキに面しています。

土壁づくりの工程

室内は床に無垢材の杉厚板を張り、吹き抜け、簀の子状のキャット

ウォークとで、1階と2階とを分けてしまえば狭くなるところに、

開放感と広がりのある空間を作り出しています。

断熱状況としては、床は杉板のみで無断熱。屋根には発泡系の断熱

材を施工。壁は土壁なので、基本的に断熱材は入れていませんが、

立地により、土壁から柱面までの間の約30ミリ厚分だけ、木質系

の断熱材を入れる場合もあります。保守性を考え、建て主と協議の

上、必要ない場合には入れません。

　

　

　

　

外皮性能としては、U値で見ると、土壁＋板壁は2、土壁真壁＋漆

喰塗りは4、開口部のペアガラスの引き戸は4.6。南面はデッキにつ

ながる1Fも、バルコニーに面した2Fも大きな掃き出し窓ですか

ら、UA値を実際に計算をしてみたところ2.18ですから、基準値で

ある0.87の2.5倍。この時点で、改正省エネ法基準を満たしていま

せん。

一次消費エネルギーと計算してみると、設計一次エネルギー量：

256.1 GJ／年にもなり、基準一次エネルギー量の119.1GJ／年の

2.2倍もエネルギーを使う「省エネ性能のとても悪い家」という位

置づけになってしまいました。

しかし、住んでからの光熱費から積算してみると、実際には、一年

間のエネルギー使用量はわずか67.8GJ／年。基準一次エネルギー

量の0.52倍しか使っていないことが分かります。設計一次エネルギ

ー量と比べてみると、なんと、設計値が実測値の3.7倍にもなって

います。

住まい手の声

土壁の調湿性能のおかげで、夏は涼しくさらりとした空気。

エアコンの使用頻度は真夏の暑い盛りの数日間に間欠的につ

ける程度で、ごく低いです。 冬は、外からの日射を直接受け

る部分の土壁がじんわりあたたまり、夕方以降、ある程度ペ

レットストーブの温風暖房を入れることで、十分快適に過ご

せます。冬場の暖房室温は16度程度です。

木の家イベントカレンダー
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事務局
〒711-0906

岡山県倉敷市児島下の町5丁目7-3
児島舎内

mail： jimukyoku@kino-ie.net
tel： 086-486-5464

木の家ネットとは  つくり手リスト  特集  入会案内  イベントカレンダー  問合せ
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エネルギーを使わないように、寒くても我慢して暮らしている、と

いうことではなく、改正省エネ法で基準としている20℃以下でも

十分あたたかいと感じて暮らしている様子が分かります。

この家のつくり手であり、建て主の暮らしの様子も見てきている綾

部さんは、次のように言っています。

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

高機能型の住宅の場合は省エネルギー化を押

し進めるべきであろうが、伝統木造はもとも

と低エネルギーである。暮らしの知恵がセットになる事で環

境に負荷を与えない様にしてきた点は、伝統木造の評価する

べき重要な項目ではないだろうか。

エネルギー消費の少ない生活が
実現されていれば、それでよし！
それが原点だったはず。

これまでの木の家ネットの調査でも、一部の例外をのぞいて、外皮

性能は低くても、実際の一次消費エネルギー量は、標準よりも低い

家が多いことが分かっています。

一次エネルギー消費量の設計値はあくまでも建物と設備のハード面

の評価ですが、実測値は「暮らし方」にも大きく左右されます。暮

らし方には個人差がありますから、土壁の家に住んでいるからとい

って必ずしも実測値が低く出るとは一概に言えませんが、少なくと

も、木と土に住むことを選ぶ人と、低いエネルギーで満足する暮ら

し方、ライフスタイルとの間には、なんらかの相関関係がありそう

です。設計値と実測値とのズレが出る原因は、そのあたりにありそ

うです。

住まい手が満足する温熱環境が得られていて、かつ省エネが実現で

きている。そうした暮らし方は、評価がよくていいはずです。その

あたりまでも見据えた評価方法が、必要でしょう。 もっとたくさ

んの伝統木造の事例にあたって精査する必要があると思います。

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

ネット上の商品ユーザーレビューでは各項目

の評価点が低くても総合評価が高い場合があ

る。これは、評価軸に重要な項目が含まれていないためだ。

それと似たところが伝統木造にはある。つくる途中の幸せ度

や住んでからの幸せ度も大切な事。住宅は、人が住むための

器である事を忘れてはならない。

たしかに、木組み土壁、無垢材、木製建具でつくる伝統木造の施工

例には、省資源性、環境性、長寿命性、省力性、町並や文化への寄

与など、断熱性能以外で、環境的にすぐれた点が、たくさんありま

す。

まず、家の周辺だけをみても、自給自足的暮らしのステージ、植栽

による微気候の形成、身近なもので得るエネルギーなどさまざまな

環境性能を実現するポテンシャルに満ちています。

さまざまな環境評価要素。（作成：ビオフォルム環境デザイン室 山田貴宏）

また、まわりの自然との関わり、地域経済、地元の職人技術との関

わり、「結い」による作業での人と人との結びつきなど、伝統木造

はさまざまな「つながり」の真ん中にあります。

伝統的な木の家づくりには、人が関われる場面が数多くある。（ビオフォルム環境デザイン室 山田貴宏）

断熱性・気密性以外のさまざまな環境性能や文化的歴史的価値も、

評価されるべきではないでしょうか？

伝統木造の環境性能（作成：綾部工務店 綾部孝司）

伝統木造が有する、多様な環境性能

＜省資源＞ 貴重な素材を無駄無く活かし、末永く使うことができる

丸太を使い切る、山を守る、古材・古土を使い回す、 適材適所など＜長寿命＞

長持ちさせる納まりや工夫が備わっている

＜低エネ＞ 自然のままの素材と手工具だけでも造れる

大規模な設備や電気が無くても造れる、災害時にも有用

＜健康性＞ 多少の暑さ寒さは季節感を養い

たくましい健康な心身を育てる

そのためには実現する室内環境は「ほどほど」でもよいのでは

（冬の室内温度16度ぐらい）

＜町並み・文化＞ 美しさは継続し、味わいを増す

町並みがコミュニティーの拠り所となり文化を生む

環境性能は
断熱性と省エネ機器だけでなく
より総合的に判断するべき

山田貴宏さんは、設計一次消費エネルギー量と実測値との間のズレ

が生まれている物理的なひとつの原因として「今の計算などでは、

温熱環境性能の評価にのってきていない項目があるのでは。また温

熱性能だけではなく、環境面での評価を省エネ性にフィードバック

することも必要では。」と指摘します。

ゴールに至る道はひとつではない
（作成：ビオフォルム環境デザイン室 山田貴宏）

改正省エネ法で評価されているのは環境性能のほんの一部

もりこまれている温熱／エネルギー面での性能 省エネ機器

断熱性／気密性

湿度環境

通風性

欠けている性能

蓄熱／パッシブ性

体感／輻射環境

湿度環境

通風性

評価に入っていない環境性能

木質資源

廃棄物（４段階の評価：再利用、再資源化、燃料化、埋め立て）

温熱環境性能のゴールは、省エネで、環境に負荷をかけず、心地よ

い快適な生活が送れて、健康にいい、ということでしょう。そのた

めのアプローチは、さまざまあっていいはずです。そのような多様

性が認められる社会であってほしいです。

たしかに、古い家は「寒くて」「すきま風があって」現代の生活の

クオリティーには及ばないという面はあるでしょう。しかし、今、

作られている木組み土壁の家は、施工性にもすぐれ、住まい手の希

望する温熱環境を満たすための工夫がこらされています。「外皮性

能」という一点で、それが切り捨てられることのないようにと、強

く望みます。

 
ポスト

1  2  
3

自然と共生する和やかな暮らし。（藤野の風の家　設計：ビオフォルム環境デザイン室）
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